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問題文：4 人が 1 チームになり、反復横とびをしま
した。Aさんは 44回、Bさんは 46回、Cさんは 45
回とびました。4人の平均を 47回にしたいと思いま
す。最後の Dさんが何回とべば 4 人の平均が 47回
になるでしょう。 
 式と考え方を書きなさい。 









































 先述のように、第 8時の課題は、反復横跳びの 4人






















－44＝3、47＋（1＋2＋3）＝53 で答えは 53 回です。


















 また、K児と D児は棒グラフの 47回の目盛に平均


















 次に O 児と E 児をみよう。O 児は、「式は、（44
＋46＋45）÷3＝45、47－45＝2、2×3＝6、47＋6＝53





















































































































































































































14 『わくわく算数 5下 指導書』啓林館、2011年、
p.19-A。 
15 『わくわく算数 5下』啓林館、2011年との比較。
若本先生は、啓林館の教科書を使用している。 
16 この式に関しては、他の子から同様の式で括弧をつ
けない式が発表された。 
17 この考えを発表した子は、最初計算間違いがあった
ものの、他の子の指摘により、ここに示したよう
な式に訂正された。 
18 情報に制限のあるデータから思考力や判断力を問
う問題は、OECD（経済協力開発機構）による生
徒の学習到達度調査（PISA）における、2003年の
「数学的リテラシー」調査の「盗難事件に関する
問題」にもみることができる。 
（博士後期課程・日本学術振興会特別研究員） 
